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プロフィール

おおがき しんご
1980年、兵庫県生まれ。高校在

学中の16歳で渡米しプロ野球に挑
戦。2004年に帰国した後、専門学
校の教師、ソフトウエア会社での勤務
を経て、2012年８月に新たな草野
球リーグ「Ｇリーグ」を立ちあげる。

企業概要
創 業 2012年
資 本 金 2,727万5,400円
従業者数 ３人

（ほかパート・アルバイト62人）
事業内容 草野球リーグの運営
所 在 地 東京都港区六本木2‐4‐9

アソルティ六本木一丁目ビル10階
電話番号 03（6277）8396
Ｕ Ｒ Ｌ http://gigathlete.com

㈱ギガスリート
代表取締役

大垣 伸悟
㈱ギガスリートの大垣伸悟社長は、2012年８月に新たな草野球リーグ

「Ｇリーグ」をつくった。わずか６チームの参加でスタートしたＧリーグ
は、従来のアマチュアスポーツではなかなか得られない楽しみを提供し
てくれることから、その後の２年間で100を超えるチームが参加するまで
に盛りあがっている。

草野球をより楽しく

―新しい草野球リーグをつくっ
たそうですね。

2012年８月にＧリーグという草
野球リーグを立ちあげました。一
般的な草野球リーグと異なるのは、
トーナメントやリーグ戦方式など
の大会ではないということです。

こうした大会は主催者側が試合
の日程を組むため、出場を申し
込んでも、仕事や家庭の都合で参
加できなくなる選手が出てきま
す。しかも、トーナメント形式の
大会では、負けてしまうと次の試
合はできず、半分のチームは１回
試合をしただけで終了です。また、
リーグ戦形式では、試合数はある

程度確保されますが、対戦相手と
の実力差が大きいと一方的な試合
展開となり、楽しいはずの野球が
つまらなくなってしまいます。

実力が拮
きっこう

抗しているチームと、
思う存分、試合をしたい―。草
野球プレーヤーたちの思いを汲ん
で、Ｇリーグでは、対戦相手を各
自で決め、好きなタイミングで、
好きなだけ試合をすることができ
るようにしました。

―ただの練習試合のようになり
ませんか。

その心配はありません。完全
ランキング方式を取り入れており、
試合の結果に応じてすべてのチー
ムを順位づけし、シーズンごとに
ランキング上位チームでチャンピ

プロを超えるアマチュアスポーツ環境を
生み出すために
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オンシップを行い、優勝チームを
決定します。

ランキングといっても、単純な
勝率だけで順位が決まるのではな
く、各チームの得点する力の相対
評価も加味して決まります。例え
ば、ヒットやホームラン、四死 
球、犠牲フライの数などが考慮さ
れます。また、試合の結果がまっ
たく同じでも、対戦した相手が強
いチームだと高く、弱いチームだ
と低く評価される仕組みにしてい
ます。

試合の結果がランキングに反映
されるとなれば、勝ち負け以上に
高いモチベーションで試合に臨め
ます。ランキングを上げようと
日々の練習にも熱が入るでしょ
う。さらに、ランキングは、対戦
相手を探したり試合の申し込みを
受けたりするときの “ものさし” 
となります。白熱した試合をする
には同じレベルのチームと対戦す
ることが重要ですが、ランキング
をみれば、相手の強さがどの程度
か、すぐにわかります。

―ランキングに必要なデータは
どのように把握しているのですか。

スタッフを各試合に派遣し、ス
コアを記録しています。スコアと
は試合の経過のことで、このとき
に活用しているのが、当社が開発
したＧスコアというソフトウエア
です。携帯電話でスコアを簡単に
入力でき、入力したデータから、
すべての選手のバッティングや

ピッチングの成績をすぐに計算で
きます。

この成績データは、ランキング
の算出に使用するだけではなく、
Ｇロッカールームというサイトで
公開しています。自分の成績を振
り返ったり、対戦相手の成績を確
認して作戦を練ったり、友人と成
績を競い合ったりと、さまざまな
形で利用できるため、試合をより
楽しめるようになります。

また、派遣したスタッフはスコ
アを記録するほかに、記者として
の活動もしています。活躍した選
手にヒーローインタビューを実施
し、両チームの監督に試合の感想
や次の試合に向けての抱負などを
聞きます。その内容は、試合のレ
ポートや写真とともにＧリーグの
サイト上に掲載されるため、家族
や友人などに試合の展開や自分
の活躍を簡単に伝えられます。ス
タッフの活躍によって、まるでプ
ロの選手になったかのような気分
を味わえるのです。

このような従来の草野球リーグ
にはない特徴が評価され、現在、
Ｇリーグには100を超えるチーム
が加盟しています。フェイスブッ
クのファン数も、いまや９万人近
くとなりました。

アマチュアスポーツを
ビジネスに

―なぜ、Ｇリーグをつくろうと
考えたのですか。

スポーツにはさまざまな効用が

あります。娯楽として楽しめる以
外に、仲間とのコミュニケーション
の機会が生じ、関係が深まったり
意外な一面を知ったりします。試
合に勝ったときや技術が上達した
ときには達成感を味わえますし、
苦しいときにメンタリティをいか
に維持するか、大事なシーンで自
分の力をうまく発揮するにはどう
すればよいか、といった経験を積
む場にもなります。

ところが、スポーツの効用をビ
ジネスの対象としてうまく活用で
きているのは、プロ野球やＪリー
グのようなプロスポーツであり、
ショービジネス形態なのです。し
たがって、スポーツのさまざまな
効用を多くの人が享受できるよう
にすれば、大きなビジネスチャン
スになるのではないでしょうか。
そう考えて、まずは国内で競技人
口が最も多い草野球で取り組むこ
とにしたのです。

―大きな理想をもって創業した
わけですね。

理想の実現に向けてヒントと
なったのはカラオケの存在です。
以前は人前で歌を歌う機会は限ら
れていましたが、カラオケが普及
したことで多くの人が気軽に伴奏
付きで歌を歌うようになり、その
効用を得ています。同じことはス
ポーツにも当てはまり、手軽にス
ポーツを楽しむ文化やインフラを
つくることが、スポーツの効用を
享受できるようにするうえでは、
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何よりも重要になると思うのです。
草野球の場合では、スコアの活

用があげられます。草野球ではス
コアをつけていないチームが多
く、つけているチームでも、デー
タの分析まではしていません。分
析のノウハウがなかったり、忙し
くて手が回らなかったりするから
です。

わたしは高校生のときにアメリ
カに渡り、独立リーグでプロ野球
選手として活動していました。ス
コアの有用性については十分に承
知しています。スコアから得た得
点圏打率や出塁率などの詳細な
データを活用すれば、選手の効果
的な起用や戦略が立てられ、拮抗
した試合づくりに活かせますか
ら、草野球はもっと楽しめるよう
になるでしょう。

―それでＧスコアを開発したわ
けですね。ソフトウエアの開発に
ついてはどこで勉強したのですか。

実は高校在学時に情報処理技術
者試験に合格しています。プロを
引退してからは、情報システムの
専門学校で教師をし、その後はソ

フトウエア会社でシステムの企画
開発エンジニアとして働いていま
した。

Ｇスコアの開発は、ソフトウエ
ア会社での勤務と並行して進めま
した。ちょうど、エンジニアから
採用担当に仕事が変わったこと
で、開発するモチベーションを維
持するのが大変でした。１日の中
でまったく違うことを行うわけで
すから、切り替えも大変で、この
ころが最も苦しかったです。

また、思い描く野球環境を実現
するためにはビジネスの基盤にな
るものが必要で、それにはGスコ
アのシステムが最適と考えていま
した。しかし、Gスコアを単体でリ
リースしても、普及は難しいでしょ
うし、野球環境が劇的に変わると
も思えませんでした。Gスコアを
普及させるためのデモンストレー
ションの場、そして、野球環境は
変えられるということを確かめる
ための場として、Gリーグを運営す
ることも考えました。

結局、Gスコアの初期版のリ
リースまでの開発期間は２年かか
りましたが、スマートフォンの進
化や普及、サーバコストの低下など
で、Gリーグ運営にあたっての物
理的な制約が次々と解消されビジ
ネス化のチャンスが訪れました。

そして、日本政策金融公庫から
の借入やベンチャーキャピタルか
らの出資を得られたため、会社を
設立し、2012年８月、ついにＧリー
グを立ちあげたのです。

ニーズに応えた運営を

―参加チームはどのように集め
たのですか。

まったく新しい草野球リーグに
参加するには当然リスクがありま
す。そのため、まずはそのリスク
を感じさせないようにしなくては
ならないと考え、リーグの実績づ
くりのため、参加チームの確保を
優先した二つの取り組みを行いま
した。

一つは、早く参加したチームほ
ど１年目の加盟料が安くなるよう
にしました。具体的には、最初の
20チームは無料にし、以降20チー
ムずつ、75％引き、50％引き、25％
引きとしました。

もう一つは、実績のある有名
チームに参加してもらうようにし
ました。リーグの実績がなくても、

「有名チームと対戦したいから加
盟しよう」と思ってもらえます。
200チームをピックアップし、声
をかけたところ、６チームが開幕
から参戦してくれました。

ただ、加盟料を安くするのは
１年目だけです。当初加盟した有
名チームも、１年後の更新時には
脱退してしまう可能性があります。
加盟料の割引や有名チームとの対
戦だけを期待して参加したチーム
は２年目以降に脱退してしまいま
すから、参加を検討しているチー
ムに対し、Ｇリーグの魅力をしっ
かりと伝え、チームのニーズに応

インタビューをするスタッフ
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えてくれるサービスであることを
理解してもらう取り組みも必要に
なります。

―どのような取り組みを行った
のですか。

一口に草野球チームといって
も、その状況はさまざまですから、
各チームのニーズは異なります。
チームのタイプにあわせてＧリー
グの魅力を説明できるように、営
業マニュアルを作成しました。

例えば、それなりの実力があり、
選手のスケジュール調整も容易に
できる一方で、大会に参加する資
金は少ないというチーム。「Ｇリー
グなら、複数の大会に参加しなく
ても、たくさん試合ができます」
と説明すれば、加盟してくれる確
率は高まります。勤務先の名前を
冠し、勤務先の資金で活動してい
るチームなら、「試合の詳細なレ
ポートが掲載されるので、宣伝に
なります」という説明が効果的で
しょう。

マニュアルのポイントは、「自分
たちの野球に自信をもっている
か」「チーム運営の知識やノウハ 
ウがあるか」「野球に対してどれ 
だけの資金をかけられるか」とい
う三つの切り口です。それぞれを
３段階で評価してチームを27パ
ターンに分類することで、各チー
ムにあったＧリーグのメリットが
すぐにわかるようにしました。

また、営業をマニュアル化する
ことで、営業成果を均質化できま

す。そこで、インターンシップに
応募してきた学生に営業を担当し
てもらって、マニュアルの改善に
も取り組んでもらっています。当
社のホームページをみて自ら応募
してくるだけあって、全員、野球
が好きでやる気にあふれていま
す。Ｇリーグの魅力を熱心に説明
してくれます。

学生の数は現在６人で、これま
での累計では30人が働いてくれ
ました。学生たちの活躍のおかげ
で、いまでは多くのチームが継続
して参加しています。

―今後の抱負を教えてください。
まずは、Ｇリーグをもっと魅力

的な草野球リーグにすることで
す。立ちあげた後も、新たな取り
組みをどんどん実施しています。

例えば、2013年には、１年間の
シーズン期間でランキングがトッ
プになったチームに、賞品として

チームのプロモーションビデオを
贈ることを決めました。2014年に
は、グローブの修理やユニフォー
ムの製作などができる各地の野球
専門店を紹介するサイトを開設し
ました。選手やマネージャー、助っ
人選手、対戦相手などを募集する
サービスも立ちあげました。

そして、ゆくゆくは、Ｇリーグ
で培ったノウハウをもとに事業を
展開していきたいです。草野球
リーグは全国にたくさんあります
し、草野球以外のアマチュアス
ポーツもあります。なかには、参
加者のニーズに適切に応えられな
くて運営に苦労している主催者も
いるでしょう。当社が、運営シス
テムを開発したり、運営そのもの
を受託したりすることで、アマ
チュアスポーツを楽しむ文化や
インフラが整い、多くの人がス
ポーツで人生を豊かにできる社会
になればと考えています。

大胆な決断をしているようにみえる大垣社長だが、実は慎重な性格
で、すべて熟考し大丈夫だと判断したうえでの行動だという。確か
に、プロを目指して渡米する際は、引退後のことを考え、情報処理技
術者の資格をとって挑戦している。創業時には、金融機関やベン
チャーキャピタルに事業計画を認めてもらってから会社を設立して
いる。
創業にあたっては、慎重であることに越したことはない。成功に確
信がもてないようならば、大垣社長のように、大丈夫だと判断するた
めの根拠をつくりだすことが必要になるのではないだろうか。
� （井上 考二）


